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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２０人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２６年第８回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は行　　辰朗委員、肥後　安美委員）
それでは、議事日程に入ります。
日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に２２番福原秀和委員と２番山下典仁委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は、日程通知のとおり議案第４７号から議案第５３号までの７件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は、１日と決定いたしました。
本日の議案日程は、あらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
日程第3

議案第４７号農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたしますが、本案には会長及び会長代理の調査案件が含まれておりますので、議長を前田委員に交代して議事を進めたいと思います。

（議長交代）

（前田委員）

　議案第４７号農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたします。
　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（川内局長）

（事務局の朗読及び説明）　

№２１につきましては、贈与による所有権移転でございます。３ページにありますように中田１８０５番外４筆の２４．１３アールは自作地としてサトウキビを植栽する予定で、中袋１０４９番外３筆の４１．４９アールは利用権設定で貸し付けている土地です。２０ページに営農計画書も添付されており規模拡大のためと判断いたします。

№２２につきましては、売買による所有権移転でございます。２３ページにありますように受人は、サツマイモ５．３４アール、サトウキビ２１１．６７アール、野菜１５．６１アールを栽培しており、取得地にはサトウキビを植栽する予定で、これは規模拡大のためと判断いたします。

以上２件でございます。

農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべて満たして
いると思われます。以上です。
（前田委員）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。順次、譲受人、譲渡人及び土地の順に報告をお願いします。
　

（前山委員）

　農地法第３条№２１の譲受人について調査報告をいたします。
　去る日曜日の夕方前田さん宅を訪問しまして聞き取り調査をいたしました。この申請書のとおり間違いありませんということでありますが、先程ありましたように４筆は利用権設定がされておりまして、これが２９年まで設定されておりますので、その契約が終了次第すべて自分で使うということです。譲受人は現在前田社会保険労務士という事務所を設置しておりまして、兼業農家と言うことになりますが、問題はないものと思いますので皆様の審議をよろしくお願いいたします。以上です。
（榮委員）
３条申請№２１の案件について調査報告をいたします。

この№２１の案件は先月総会直前になって取り下げられた案件ですが、今回は利用権設定の分の面積が追加された形での申請となっております。先月の段階で申請人の前田桂男さん８１歳と直接面談いたしておりまして、記載内容等を聞き取りし、ご子息の幸俊さんへの所有権移転を確認しております。また、１５日の１２時過ぎに農地担当の松崎委員より直接電話をいただきまして、現地確認に同行されていた前田さんと直接又再度お話しし、申請の追加分も含め確認いたしました。以上です。

（松崎委員）

農地法第３条の規定による許可申請について調査報告をいたします。

８月１５日（金）１２時３０分申請者前田桂男氏と現地で聞き取りをしながら現地調査をしました。申請者本人いわく自分自身が８１歳と高齢であり後数年も農業がやれないと思い、長男である幸俊さんに贈与を決めたそうです。また、受人である幸俊氏も現地に来る予定でしたが仕事で手が離せず来れないので父によろしく伝えて下さいとの伝言がありましたので、現地から幸俊氏に土地に関しての電話をして確認をいたしました。現在土地は流動化で平成２９年６月３０日まで契約があり、その後の事で色々聞き取りをしました。本人も父が元気な内に農業に従事し頑張りたいということでした。委員の皆様方のご審議がたよろしくお願いいたします。以上土地に関しての報告を終わります。

なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については別紙のとおりですので報告いたします。以上です。
（昇委員）

　農地法第３条の規定による許可申請№２２について、譲受人及び土地について調査をいたしましたのでその結果を報告いたします。
　８月１６日午前譲受人宅を訪問して聞き取り調査をいたしました。また、じかに農地に案内していただき確認をいたしました。約十数年前譲渡人の父親が生前に譲受人との間において実質的な売買がなされておりましたが、農地法の許可を得ての所有権移転の手続きがなされていませんでしたので今回許可申請の手続きを行った次第です。申請手続きは行政書士にお願いしているということです。この土地は譲受人の宅地及び所有農地に隣接し営農に好都合な場所に位置する農地です。従ってこの十数年間譲受人が耕作をしてきた土地であり，現在譲受人によりサトウキビが植え付けられております。申請書のとおり間違いありませんのでよろしくお願いいたしますとのことであります。譲受人は市町村合併前後と永年農業委員経験者であり、８０歳を越えてもなお元気で農作業に取り組んでおられます。問題となるような不適切な点は見当たりませんので許可すべきと判断します。委員の皆様のご理解と審議がたをお願いいたします。
なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」については、別紙のとおりでありますのでご報告いたします。以上です。
（中尾笠利分室長）

　議案第４７号農地法第３条議案番号№２２につきましては、譲渡人に８月１１日（月）午前９時２２分電話で確認しましたところ申請書のとおり事実ですのでよろしくお願いしますということでした。以上です。
（前田委員）

　それでは本案に対する質疑に入ります。
（「なし」の声あり）

質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

　議案第４７号農地法第３条の規定による許可申請について、は担当調査員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって議案第４７号農地法第３条の規定による許可申請について、は審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

（議長交代）

（前山会長）

日程第４

　議案第４８号農地法第４条の規定による許可申請について、を議題といたします。
事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）
（議案の朗読及び農地区分の報告）

　№５につきましては、現在の住宅が古く不便なため、今回申請地に住宅を新築するための申請であります。

　申請地は喜瀬集落内の国道沿いにあり、周囲も住宅に隣接する農地で農振農用地区域外の小集団で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断されます。

　№６につきましては、貸家を３棟建設するための申請であります。

　申請地は有屋町の苗道橋近くの国道沿いで、周囲は住宅に囲まれており、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　以上２件でございます。

（前山会長）
　それでは、本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。　
（榮委員）
　農地法第４条許可申請につきまして調査報告をいたします。

　８月１３日午後１時３０分から現地で本人と榮、山田、前田委員、中尾事務局の５名で現地確認をしました。書類等も確認してもらいまして異常ないということでした。現地につきましては現在手付かずのそのままになっております。元々は野菜等を作っていたのですが今は収穫も終わってそのままの状態であります。周囲は隣接地との境界もブロック塀が回されておりますので、何ら問題は無いだろうという判断でしたので皆様方の審議の程よろしくお願いいたします。以上です。
（山田委員）
　農地法第４条の規定による許可申請№５について調査報告をいたします。

　ただいまの榮委員の報告のとおりですが、８月１３日１３時３０分から中尾分室長、榮、山田、私、申請人と現地調査をいたしまして、申請書のとおり間違いないということでした。

　申請人が無職となっておりますが、室内転んで骨折したということで現在は無職ということでした。今まで野菜を作っていたということです。以上で終わります。
（前田委員）

　第４条の規定による許可申請について、今ありましたように申請人の現地を確認しました。

　地図でも判りますように国道５８号線の傍で海側の方です。状況としましては今まで色々作っているようですが、今回家を造るということでやむを得ないと思いますので皆様方の審議をよろしくお願いいたします。以上です。

（屋島委員）

　議案第４８号№６の農地法第４条の規定による許可申請について、調査報告をいたします。

　８月１４日午後１時過ぎに申請人宅で奥さんに聞き取り調査をしました。申請書のとおり貸家３棟を建設したいということでした。資金計画・転用計画等申請書のとおり間違いないということでしたのでご報告いたします。以上です。
（喜野委員）
　議案第４８号№６農地法第４条に係る許可申請の土地調査について報告いたします。

　８月８日（金）午前１０時３０分に現地を確認いたしました。まず現状ですが雑草も無く宅地状態で耕作はされておりません。幾つか車の轍の後がありましたので普段は車を止めているものと思われます。和光バイパスに面しており隣は商店で近隣農地への影響はないものと思われます。以上です。
（前山会長）

　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

（吉委員）

　№５の山田さんが今住んでいる家はどうされるのか聞かれましたか。

（榮委員）

　今の家はそのままで使用します。弟がいますので弟が恐らくそこに住むのではないかと思います。今は親が怪我して入院していますが、退院したら帰ってくると思います。そのままで貸すとかそういう計画もありません。

（前山会長）

他に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
　質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第４８号農地法第４条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)
ご異議なしと認めます。

よって、議案第４８号農地法第４条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議へ諮問することに決定いたしました。

日程第５
議案第４９号農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）

（議案の朗読及び農地区分の報告）

　№２２につきましては、店舗兼住宅を建設するための申請であります。
　申請地は仲勝公園から上がって一番奥の山裾で、周りは住宅に囲まれており、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　№２３につきましては、太陽光発電パネル２００枚を設置するための申請であります。

　申請地は西仲間の元の住用の園の道路向かいになりまして、東側・南側及び北側は休耕地で西側は道路であり、農振農用地区域外の小集団で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断されます。

　№２４につきましては、賃貸借権設定により資材置き場とするための申請であります。申請地は見里集落の体験交流館近くの国道沿いで、周囲を農道に囲まれており、農振農用地区域外の小集団で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断されます。
　以上３件でございます。

（前山会長）
　それでは本案に対する担当委員による調査意見の報告を求めます。

（山下次長）
　議案第４９号農地法第５条議案番号№２２の案件につきまして譲受人・譲渡人両方市外地に在住のため調査しました。
　譲渡人は現在兵庫県神戸市に在住しております。８月８日から１２日にかけて電話をしたのですが本人が仕事中でなかなか連絡が取れませんでした。改めて８月１３日９時２０分に電話をしましたら本人がやっと出まして，この申請について自分は神戸市に在住しているので西田さんに譲渡するということで、申請書のとおり間違いないのでよろしくお願いしますということでした。

　また、譲受人であります西田氏は今現在龍郷町役場に勤務しております。龍郷町在住のため８月７日に電話をかけたのですがこの方もなかなか通じませんでした。８月８日１０時３０分に本人から電話がありまして、申請内容について確認しました。今現在西田さんは秋名に住んでいるのですが、資元さんより譲り受けた場所に店舗兼住宅を作り近いうちこちらに住む予定だそうです。申請書のとおり間違いありませんのでよろしくお願いしますということでしたので報告します。以上です。
（喜野委員）
　議案第４９号№２２農地法第５条に係る許可申請の土地調査について報告いたします。

　８月８日（金）午前１０時に現地を確認いたしました。まず現況ですが、１０センチ程度の雑草が生え耕作はされておりません。近所の人が夜間駐車場代わりに使用している感じです。住宅地の外れに位置し隣には一段上がって果樹園があります。特に住宅が建設されても周りの農地への影響はないものと考えられます。以上です。
（用稲住用分室主幹）
　農地法第５条議案番号№２３について報告いたします。

　８月７日午後に湊さんの会社に電話を入れまして申請内容の確認をしました。提出書類の内容の通り間違いありませんのでよろしくお願いしますということです。以上です。

（榮委員）
　５条申請№２３について調査しましたので報告いたします。

　８月１６日１１時過ぎ譲渡人の廣畑さんに電話をかけて話を伺いましたところ、この売買の段取りと交渉はご子息に任せてあるということで、１１時３０分過ぎ息子の祐二さん３８歳と平田のコンビニエンスストア前で待ち合わせをして直接面談しました。その際土地担当の松元委員も同席されましたので農地の現状・経緯も併せて伺いながら申請書に記載されている土地の所在・面積・対価等に相違のないことを確認いたしました。以上です。
（松元委員）
　農地法第５条№２３の土地について調査報告をいたします。

　８月１６日午前１１時に現地にて調査をしました。場所は西仲間集落の真向かいで、元老人ホームがあった所の道路向かいです。６２ページの字図の

３３番７，３５番１，３５番４，３５番５，３５番１９の土地は老人ホームの敷地です。３３番８の細長くあるのが奄美市の市道になっています。この下の方にも道路が通っているのですが字図には記載されておりません。老人ホームは平成２２年の水害で建物はありますが別の場所に移り現在誰も住んでいません。ここは低い土地で３０年程前に埋め立てをして、その後ススキや木等が生え原野化した遊休農地でしたが、現在は重機で荒整地をしてありました。土地の境界等は３年程前の住用川の改修工事の関係でコンサルタントが測量をして個人・個人立ち会いをして個人・個人に図面と写真が測量会社より送られて来ていてはっきりとしているということです。以上です。
（屋島委員）
　議案第４９号№２４の農地法第５条の規定による許可申請についてご報告いたします。
　この案件は、資材置場としての賃貸借権設定であります。８月１４日午後２時過ぎに賃借人の社長から仕事先の朝仁町の現場で聞き取り調査をいたしました。市内にある資材置場が満杯状態であるため、申請地を借り受け利用したいということで、転用計画・契約の内容等申請書のとおり間違いないということでしたのでご報告いたします。以上です。
（與島委員）
　農地法第５条申請について調査をしましたので報告いたします。

　８月１３日１４時から都さん宅で本人に直接聞き取りをいたしました。以前より他の方に貸していましたがルーズなものですからそのまま放っておいたところ、新たな借人が出ましたので今度は新しく書類を交わして賃貸しようということになったそうです。現場を見ましたらもう既に資材等が置かれておりまして、周囲には落水とか排水等とかで周囲に迷惑をかけないように対策をやっていますので問題ないのではないかと思いますが、皆様のご審議をよろしくお願いいたします。以上です。

（前山会長）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

 (「なし」の声あり)
　質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第４９号農地法第５条による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)
ご異議なしと認めます。

よって、議案第４９号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議へ諮問することに決定いたしました。

　
　暫時休憩いたします。

　正会に戻します。

日程第６
　議案第５０号非農地の認定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（川内局長）

（議案の朗読及び説明）

　申請人は千葉県松戸市在住の中島満昭さんで、申請地は住用町神屋字小俣２９９番１で１，００９平方メートルです。現地の状況等については調査担当委員より報告があると思いますので、よろしくお願いいたします。

以上１件でございます。

（前山会長）

　それでは、本案に対する担当委員による調査意見の報告を求めます。

（用稲住用分室主幹）

　非農地証明願い№４について調査報告いたします。

　８月７日午後に申請人の中島さんに電話で確認を取りました。提出書類の内容のとおり間違いありませんのでよろしくお願いしますとのことです。以上です。

（松元委員）

　議案第５０号非農地証明№４について調査報告をいたします。
　８月１４日の住用地区の農地パトロールでも皆で一度見たのですが、その後また８月１６日に現地調査をしました。場所は三太郎トンネルの西仲間側より１．５キロ程西仲間に行った所で、８７ページにもありますように国道５８号線が通っており、上の方がトンネルの入口となり，真ん中に申請地が載っていますが、元々ここは旧道しか通っておらず新しく国道を通したことにより、申請地は右側の山面とくっついていたのですが、国道を通すために掘り割りをして残った小さな山の部分で、そこに段々の切畑があり昭和４０年頃から休耕して昭和５０年頃業者が切畑の土を取り現在は竹や木やススキが生え原野化している状態です。これを農地として利用するには大概の費用も要るであろうし出来ないだろうということで判断していますのでよろしくお願いします。以上です。

（前山会長）
　これから本案に対する質疑に入ります。

（「なし」の声あり）

　ないようでしたら、これをもって質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。

　議案第５０号非農地の認定については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、これを認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。

　よって、議案第５０号非農地の認定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第７

　議案第５１号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（中尾笠利分室長）
（事務局の朗読及び説明）

（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
（昇委員）

　合意解約の理由は何ですか。

　

（中尾笠利分室長）

　耕作放棄地事業を導入するために賃貸借権では事業を入れられませんので、解約をして使用貸借にするということだそうです。
（前山会長）
　協議会に移します。
正会に返します。

外に質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第５１号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第５１号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の合意解約の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第８
　議案第５２号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（中尾笠利分室長）
（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第５２号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第５２号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第９
　議案第５３号奄美農業振興整備計画の変更（除外）について、を議題といたします。
事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（川内局長）
（事務局の朗読及び説明）

申請人は笠利町大字笠利の岩元春光さんで、土地の所在が笠利字石原８２８番１の７３２平方メートルの内４０２平方メートルで除外の理由が住宅建設のためとなっております。申請地は大笠利の県道を教会からガソリンスタンドの方に曲がって、そこから右折して用に向かう道路端で本人宅の隣接地です。ご審議よろしくお願いいたします。

以上１件です。
（前山会長）
　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

（吉委員）
　議案第５３号奄美農業振興整備計画の変更について、申請のあった笠利町大字笠利字石原８２８番１について調査をしましたので報告いたします。
８月１３日午前１０時から夏植え推進出発式をしてその後に福原委員、松崎委員、中尾分室長、私の４名でその場で申出人から話を伺いました。この申請については間違いないということでした。この申請地の隣には平成１４年１１月６日に農振の変更許可をもらい、平成１５年１月に宅地になっております。現在そこに申請者が住宅を建てて住んでおります。今回農業振興整備計画変更の許可後に５条許可申請を行い、住宅を建設したいとのことでした。なお、５条申請につきましては計画変更申請の申出にありますように姪夫婦で申請を行い、許可後に住宅を建設して祖母の面倒を見るということでした。なお、この地区は昭和５２年から６０年にかけて畑総事業で整備されておりますが、既に現在住宅が６棟建設されており、特に問題はないかと思われます。委員の皆様のご審議よろしくお願いいたします。以上です。
（松崎委員）
　ただいま吉委員の方から詳しく説明がありましたので私の方から何も申し上げることはありませんが、申請書のとおり間違いありませんので委員の皆様方のご審議よろしくお願いいたします。以上です。

（福原委員）
　議案第５３号整備計画変更（除外）についての調査報告をいたします。

　８月１３日（水）夏植え推進出発式の後、午前１１時より現地において中尾分室長、吉委員、松崎委員、福原で申請人の岩元春光さん立ち会いの下聞き取り調査をいたしました。先程来吉委員と松崎委員から報告がありましたが、間違いはなく許可なり次第５条申請を土地利用者の方が申請をすると言うことで確認をしておりますので委員の皆様方のご審議よろしくお願いいたします。以上です。
（前山会長）
　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

　協議会に移します。

　正会に返します。

　外に質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
お諮りいたします。
議案第５３号奄美農業振興整備計画の変更（除外）については、これを認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。
よって、議案第５３号奄美農業振興整備計画の変更（除外）については、審議の結果これを認めることに決しました。

以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
これから協議会へ移します。

・「農業委員会等に関する法律」の改正に向けた組織検討について
　
(前山会長)

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。
　お疲れ様でした。
平成２６年８月２０日
奄美市農業委員会
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